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バックワードダイオード(BWD)[1] は p-GaAsSb/n-InGaAs によるヘテロ接合障壁の高速なトン

ネル効果とゼロバイアス領域に強く生じる非線形な電流-電圧特性に依拠してマイクロ波帯のゼ

ロバイアス検波デバイスへの応用が期待される．本研究では，環境電波発電を目指した BWD と

インピーダンス選択性を有するログスパイラルアンテナ(LSA)を一体集積したレクテナの RF-DC

変換の高効率化を目的とした．具体的には，高効率化を予測した BWD に対して我々が検討して

きている実効開口面積[2]を指標として LSA の最適設計を行ったので報告する． 

Fig.1 は試作したメサ面積が異なる BWD に対して実測 I-V 特性と 50GHz までの S パラメータか 

ら得られた等価回路モデルによる RF-DC 変換効率の理論予測結果である．横軸は BWD に入力さ 

れる正味の電力である．Fig.2 は試作レクテナのピーク周波数における出力直流電圧-入力電力特性 

である．インセットは LSA の概形と構造パラメータである．赤い点線は低入力電力に対してより 

効率の良いメサ直径 3µm(DM3)を用いた整流昇圧回路（チャージポンプ 8 段）に対して実効開口 

面積を用いて最適化したレクテナのパワー特性である．メサ直径を小さくすることで BWD の高 

効率化が可能であり，それを用いた整流昇圧回路に対して実効開口面積を用いて LSA の最適設計 

を行うことで提案レクテナの高効率設計が可能であることを示した． 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Rectification efficiency characteristics of BWD    Fig.2 Input power characteristics of fabricated rectenna 
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